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●  区長提出議案として、令和５年度大田区一般会計補正予算（第４次）、条例
案、条例の一部改正案、報告など46件が提出されました（詳細は、６～７
面に掲載）。

●  請願・陳情は、審議の結果、不採択１件、そのほかは継続審査となりまし
た（請願・陳情の結果は、７面に掲載）。

　大田区議会は、令和５年第４回定例会を11月29日から12月
８日までの10日間の会期で開きました。
　定例会では、区政の各分野における課題について、22名の
議員が質問し、議論しました（詳細は、２～５面に掲載）。
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　年頭に当たり、大田区議会を
代表しまして新年のご挨拶を申
し上げます。
　議会につきましては、昨年４
月に大田区議会議員選挙が行わ
れ、16名の新人議員を含めた50
名の第20期大田区議会議員が誕
生しました。議員一人ひとりが
職責を全うし議会で熱い議論を
交わしながら、全議員が一丸と

なって区民の皆さまからの信託に応えられるよう、全力を尽くし
ていく所存でございます。
　また、同時期に誕生した鈴木晶雅区長が唱える「笑顔とあたた
かさあふれる大田区」へ向けても、議会と執行機関とが車の両輪

として協力し合うとともに、区民生活や区内事業者に深刻な影響
を与えている物価高騰に対し、区民の皆さまの生命とくらしを守
るため、区への積極的な提案や要請に取り組んでまいります。
　一方、世界中を震かんさせた新型コロナウイルス感染症は、昨
年５月に感染症法上の位置付けが５類に引き下げになり、かつて
の日常が戻ってきております。
　特に、昨年７月には大田区と姉妹都市であるアメリカ合衆国
セーラム市の市民訪問団が区議会に４年ぶりに来訪し、久しぶり
の再会を共に喜び合うとともに、これまで実施してきた顔の見え
る交流の大切さを改めて実感したところです。今後も国内の友好
都市をはじめ、更なる交流を続けてまいりたいと思います。
　結びに、令和６年が区民の皆さまにとって、平和と希望に満ち
あふれ、ますます輝く一年となるよう願いますとともに、
皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げます。

議　長
押見 隆太

副議長
秋成 おさむ

年頭のご挨拶

　今߸のイラストは、ॳܮの様ࢠをイϝージしています。イラストでは、一対のݘࠏにࢠࢰࢠが合計で６ඖもいる都内でもしいਆ社の෩ܠがඳかれています。
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2質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。

基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

問
今
後
、
新
た
な
大
田
区
基
本
構
想
を

ど
の
よ
う
に
完
成
さ
せ
、
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
今
後
は
大
田
区
基
本
構
想
審
議
会
の

答
申
を
踏
ま
え
て
素
案
を
作
成
し
、
年

度
内
に
新
た
な
基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

策
定
後
は
構
想
で
描
い
た
将
来
像
の
実

現
に
向
け
て
、
新
た
な
基
本
計
画
の
策

定
に
着
手
し
、
令
和
６
年
度
中
の
公
表

に
つ
な
げ
て
い
く
。
一
方
で
、
新
た
な

基
本
計
画
策
定
ま
で
の
間
、
新
お
お
た

重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
１
年
延
長
し
、
構

想
で
掲
げ
た
将
来
像
や
基
本
目
標
の
実

現
を
強
力
に
推
進
す
る
先
導
的
な
取
り

組
み
を
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

６
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
区
長
に
な
っ
て
初
め
て
の
予
算
編
成

に
臨
む
思
い
を
伺
う
。

答
国
全
体
の
大
局
的
な
流
れ
を
捉
え
、

こ
れ
と
軌
を
一
に
し
た
政
策
を
盛
り
込

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
２
０

４
０
年
の
目
指
す
べ
き
大
田
の
未
来
の

姿
を
見
据
え
、
区
が
な
す
べ
き
こ
と
や

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
徹
底
的
に
考
え
、

予
算
案
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

問
６
年
度
の
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
も
、

区
と
し
て
無
償
化
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
区
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
物
価
高
騰
状
況
は
依
然
高
い
水
準
と

な
っ
て
お
り
、
安
定
的
に
学
校
給
食
を

提
供
す
る
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
６
年
度
の
学
校
給
食
に
つ

い
て
も
、
区
が
な
す
べ
き
喫
緊
の
課
題

と
し
て
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
伺
う
。

答
公
式
サ
イ
ト
「
ユ
ニ
ー
ク
お
お
た
」

を
開
設
し
、
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
展
開
す
る

な
ど
、
区
の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た
。

今
後
は
基
本
構
想
を
推
進
す
る
方
策
と

し
て
、
更
に
国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
自

治
体
と
な
る
よ
う
、
戦
略
を
見
直
す
時

期
に
来
た
と
捉
え
て
い
る
。
前
倒
し
し

て
改
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

地
域
共
生
社
会
の
推
進
と
福
祉
人
材
の

確
保
・
育
成
に
つ
い
て

問
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
本
格

実
施
で
見
え
て
き
た
現
状
を
踏
ま
え
、

今
後
に
向
け
た
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
次
の

５
年
間
の
施
策
目
標
を
示
し
、
方
向
性

を
共
有
し
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
の
更
な
る
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問
人
材
の
確
保
と
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

答
労
働
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

奨
学
金
の
減
免
制
度
の
実
施
、
元
気
高

齢
者
や
外
国
人
な
ど
多
様
な
人
が
活
躍

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

問
区
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
５
年
６
月
に
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
管
理
不
全
空
家
な
ど
に
対
す
る
助

言
や
指
導
が
可
能
と
な
る
。
特
定
空
家

な
ど
の
発
生
の
抑
制
に
努
め
、
空
き
家

対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
。

問
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
に
お
け
る
重
点
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
グ
リ
ー
ン
基
金
の
創
設
・
運
用
、
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
事
業
計
画
の
策
定
・

推
進
を
進
め
て
い
る
。
み
ど
り
を
通
じ

た
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
、
自
然
環
境

の
保
全
・
再
生
に
つ
な
げ
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
む
。

物
流
・
運
輸
事
業
者
へ
の
支
援

問
会
派
緊
急
要
望
を
行
っ
た
運
輸
事
業

者
支
援
に
つ
い
て
改
め
て
伺
う
。

答
補
正
予
算
案
に
、
運
輸
事
業
者
を
対

象
と
す
る
２
０
２
４
年
問
題
に
対
応
す

る
た
め
の
支
援
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
。

補
正
予
算
成
立
後
に
直
ち
に
実
施
す
る
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

問
区
の
環
境
政
策
に
お
け
る
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
策
定
中
の
次
期
大
田
区
環
境
基

本
計
画
を
環
境
政
策
の
羅
針
盤
と
し
て

位
置
付
け
、
水
素
を
は
じ
め
と
し
た
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
社
会
実
装
な
ど
も

見
据
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、

環
境
面
で
の
取
り
組
み
を
戦
略
的
か
つ

横
断
的
に
展
開
し
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

国
際
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

問
国
際
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答
大
森
東
小
学
校
に
完
成
し
た
Ｏ
Ｇ
Ｃ

海
外
体
験
ル
ー
ム
を
近
隣
の
小
・
中
学

校
な
ど
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
学
習
環
境
を
い
か
し
、

国
際
教
育
を
通
じ
て
実
践
的
な
英
語
力

を
身
に
着
け
な
が
ら
、
異
な
る
文
化
や

考
え
方
を
尊
重
し
、
認
め
合
い
、
協
力

し
合
う
こ
ど
も
を
育
て
て
い
く
。

区
の
産
業
と
子
育
て
支
援
の
た
め
に
、

以
前
行
っ
た
も
の
づ
く
り
経
営
革
新
支

援
事
業
の
再
開
や
、
多
子
世
帯
子
育
て

支
援
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

答
事
業
を
行
う
予
定
は
な
い
。

問
物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て

い
る
区
内
事
業
者
へ
の
支
援
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
。
融
資
の
借
り
換
え
支
援

や
利
子
補
給
、
か
つ
て
行
っ
た
債
務
保

証
、
信
用
保
証
料
の
補
填
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
有
効
な
手
立
て
を
と
る
べ
き
。

答
現
時
点
で
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

問
旧
三
町
の
方
の
思
い
が
残
る
羽
田
空

港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を

い
か
に
進
め
て
い
く
の
か
、
伺
う
。

答
都
市
計
画
公
園
な
ど
の
整
備
を
進
め
、

区
民
に
愛
さ
れ
、
誇
り
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

区
内
交
通
環
境
に
つ
い
て

問
交
通
環
境
の
一
層
の
向
上
に
向
け
て

区
の
見
解
を
伺
う
。

答
様
々
な
課
題
を
十
分
に
検
証
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
方
向
性
を
交
通
事
業

者
な
ど
と
共
有
し
、
交
通
環
境
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

区
内
防
災
に
つ
い
て

問
台
地
地
区
に
お
け
る
、
が
け
崩
れ
災

害
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
影
響
が
大
き
い
が
け
は
、
予
防
保
全

の
観
点
を
持
ち
、
区
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

区
内
防
犯
に
つ
い
て

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
し
て
は
、

地
域
団
体
で
は
な
く
区
が
責
任
を
持
ち
、

各
地
域
に
お
け
る
必
要
数
の
計
画
を
定

め
、
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
自
治
会
な
ど
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
た
め
の
対
応
策
を
検
討
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
地
域
の
様
々
な
意
見

・
要
望
を
踏
ま
え
、
警
察
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
防
犯
対
策
を
充

実
さ
せ
て
い
く
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

問
物
価
高
騰
下
、
今
後
の
学
校
給
食
の

質
の
確
保
に
つ
い
て
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
給
食
食
材
の
価
格
高
騰
に
よ
る
学
校

給
食
へ
の
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。
こ
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
に
向
け
、
質
の
高
い
学

校
給
食
を
提
供
し
て
い
く
。

問
年
末
年
始
の
閉
庁
時
に
臨
時
窓
口
開

設
と
周
知
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
年
末
年
始
に

食
糧
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

答
臨
時
窓
口
の
開
設
は
考
え
て
い
な
い
。

新
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

問
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
大
田
区
と

す
る
た
め
に
も
、
世
田
谷
区
の
よ
う
に

国
や
都
に
よ
る
給
食
費
無
償
化
が
早
期

に
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
つ
つ
、
そ
れ

ま
で
は
区
と
し
て
給
食
費
無
償
化
を
継

続
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
国
に
要
望
し
て
い
る
。

問
学
校
給
食
を
公
会
計
に
移
行
し
、
各

学
校
に
お
け
る
献
立
作
成
や
食
材
購
入

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

答
先
行
他
自
治
体
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
を
調
査
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

問
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
義
務
が

あ
る
が
、
あ
っ
せ
ん
し
か
な
い
。
火
災

警
報
器
は
寿
命
が
10
年
で
交
換
時
期
が

来
る
。
火
災
警
報
器
交
換
の
助
成
が
必

要
で
あ
る
。

答
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
・
交
換

を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

京
急
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
区
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の
早
期
実
現
を
求
め

る
べ
き
。
ま
た
、
未
設
置
駅
へ
の
整
備

に
つ
い
て
、
計
画
の
把
握
状
況
を
伺
う
。

答
事
業
者
な
ど
へ
働
き
掛
け
て
い
く
。

ガ
ザ
の
人
道
的
危
機
回
避
に
つ
い
て

問
区
長
に
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
状

況
改
善
と
即
時
停
戦
を
求
め
る
声
明
を

出
す
こ
と
を
求
め
る
。

答
平
和
都
市
実
現
を
進
め
て
い
く
。

物
価
高
騰
や
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
済
か

ら
区
民
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

問
第
４
次
補
正
予
算
案
の
運
送
業
支
援

は
評
価
で
き
る
が
、
不
十
分
で
あ
る
。

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高

山

雄

一

自
由
民
主
党
大
田
区
議
団
・
無
所
属
の
会

魅
力
と
活
力
に
満
ち
、
住
み
続
け
た
い

大
田
区
の
実
現
に
向
け
て

杉
山

こ
う
い
ち

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と

営
業
守
る
区
政
を

松

原
　
　
　
元

つ
ば
さ
大
田
区
議
団

持
続
的
に
住
み
続
け
ら
れ
る

大
田
区
を
目
指
し
て

＊フラットおおた（３面１段・43行目）
　子ども・若者育成支援推進法に基づき、様々な困難を抱えるこども・若者・その家族を対象に適切な支援に
つなげるために開設した施設で、学校でも家でもない第三の居場所として、様々な悩みや困りごとを相談する
ことができる。
＊プレコンセプションケア（４面２段・１行目）
　将来の妊娠を考えながら、女性やカップルが自分たちの生活や健康に向き合うこと。女性やカップルがより
健康になること、更に女性や将来の家族がより健康に生活できることを目指している。
＊マイ・タイムライン（４面６段・34行目）
　風水害の発生に備えて、自身や家族の取るべき行動について時系列に整理した個人の防災行動計画のこと。

用 語 解 説
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会議録検索システム
区議会の会議録を検索・閲覧できるシステ
ムを区議会ホームページに掲載しています。

3 詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。

物
価
高
騰
対
策
支
援
に
つ
い
て

問
低
所
得
世
帯
支
援
の
給
付
金
の
可
及

的
速
や
か
な
給
付
、
事
業
者
補
填
、
所

得
税
・
住
民
税
減
税
と
給
付
金
の
双
方

の
措
置
が
十
分
に
受
け
ら
れ
な
い
方
へ

の
丁
寧
な
対
応
、
生
活
者
や
事
業
者
へ

の
き
め
細
や
か
な
支
援
、
小
・
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
の
継
続
を
強
く
求
め

る
。

答
区
民
生
活
、
区
内
経
済
を
支
援
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
、
生
活
・
事
業
が
で

き
る
豊
か
な
大
田
区
を
目
指
し
、
ま
い

進
し
て
い
く
。

新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
区
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
施
策
、

力
強
い
当
初
予
算
編
成
を
期
待
す
る
が
、

区
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

答
新
し
い
時
代
に
つ
な
が
る
視
点
を
取

り
入
れ
た
実
践
的
な
予
算
案
を
提
示
で

き
る
よ
う
、
私
が
先
頭
に
立
ち
、
編
成

作
業
を
進
め
て
い
く
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
、
危
機
管
理
体
制
・
防
災
対
策

に
つ
い
て

問
障
害
発
生
時
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
―
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と

未
然
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
回
の
経
験
を
糧
に
、
今
後
は
シ
ス

テ
ム
運
用
面
の
改
善
、
シ
ス
テ
ム
停
止

リ
ス
ク
の
軽
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
―
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

継
続
的
な
見
直
し
な
ど
、
万
全
の
対
策

を
行
っ
て
い
く
。

問
更
な
る
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
つ

い
て
、
区
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

答
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
区
民
の
生
命
・

財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
強

じ
ん
な
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
大
規
模
自
然
災
害
で
危
惧
さ
れ
る
住

宅
火
災
を
抑
制
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

支
給
取
付
事
業
に
関
し
、
全
戸
配
布
に

向
け
た
対
象
要
件
の
見
直
し
を
求
め
る
。

答
大
地
震
に
遭
っ
て
も
燃
え
に
く
く
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

若
者
支
援
に
つ
い
て

問
フ
ラ
ッ
ト
お
お
た
に
多
く
の
若
者
が

子
育
て
し
や
す
い
地
域
社
会
環
境
に
つ

い
て

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
事
業

な
ど
、
子
育
て
し
や
す
い
社
会
環
境
に

つ
い
て
、
区
の
取
り
組
み
と
方
向
性
を

伺
う
。

答
都
の
補
助
金
を
活
用
し
、
地
域
の
民

間
団
体
な
ど
を
活
用
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
事
業
の
、
５
年
度
中

の
試
行
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。
本
事
業
で
は
、
子
育
て
世
帯
に

毎
月
の
定
期
訪
問
に
よ
る
状
況
把
握
・

情
報
提
供
に
加
え
、
子
育
て
の
相
談
な

ど
を
行
っ
て
い
く
。
子
育
て
世
帯
の
孤

独
・
孤
立
防
止
の
取
り
組
み
な
ど
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

訪
れ
、
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
強
化
し
、

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

学
童
保
育
保
留
児
童
対
策
に
つ
い
て

問
令
和
６
年
度
に
向
け
て
保
留
児
童
解

消
の
具
体
的
対
策
が
必
要
だ
が
、
区
長

の
答
弁
を
求
め
る
。

答
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
、
様
々
な
方

策
及
び
そ
れ
ら
を
推
進
す
る
効
果
的
な

事
業
執
行
方
法
な
ど
の
在
り
方
を
検
討

し
、
保
留
児
童
解
消
に
向
け
た
学
童
保

育
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

権
利
擁
護
支
援
と
次
期
大
田
区
成
年
後

見
制
度
等
利
用
促
進
基
本
計
画
に
つ
い

て問
次
期
計
画
の
目
指
す
姿
に
つ
い
て
、

区
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

答
本
人
の
意
思
を
実
現
す
る
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
、
お
互
い
に
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

区
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

問
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
導
入
し
た
受
診
勧

奨
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
提
案
す
る
。

答
今
後
も
様
々
な
手
法
を
用
い
て
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
る
。

問
誰
も
が
楽
し
め
る
「
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ

を
推
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

答
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
、
健
康
維
持

に
つ
な
が
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

産
業
に
つ
い
て

問
医
工
連
携
に
向
け
て
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
医
工
連
携
の
具
体
化
と
区
内
産
業
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
区
内
企
業
の
新
分
野
進
出
と
、
販
路

拡
大
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
大
田
区
産
業
振
興
協
会
と
と
も
に
積

極
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
て
い
く
。

清
掃
事
業
を
通
じ
た
環
境
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

大
田
区
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

問
人
材
確
保
型
奨
学
金
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答
少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
む
中
、
若

者
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
未
来
の
区
を

担
う
人
材
を
支
援
す
る
こ
と
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
国
は
令
和
２
年
度
か
ら

高
等
教
育
の
無
償
化
を
進
め
、
６
年
度

に
は
、
多
子
世
帯
や
理
工
系
学
生
な
ど

へ
拡
充
す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
多
く
の
企
業
や
団
体
も
給
付
型

の
奨
学
金
を
拡
充
・
創
設
し
て
い
る
。

区
も
基
金
を
活
用
し
た
給
付
型
奨
学
金

と
貸
付
型
奨
学
金
の
人
材
確
保
型
特
別

減
免
制
度
を
２
年
度
に
創
設
し
、
進
学

を
希
望
す
る
学
生
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
支
援
を
し
て
き
た
。
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
福
祉
な

ど
の
人
材
確
保
に
資
す
る
奨
学
金
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
清
掃
工
場
の
整
備
を
通
じ
た
地
域
の

環
境
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
期
待
す
る
。

答
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

と
連
携
を
図
り
、
地
域
に
環
境
面
か
ら

貢
献
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

学
校
施
設
改
築
計
画
に
つ
い
て

問
児
童
・
生
徒
の
た
め
、
学
校
改
築
工

事
期
間
の
短
縮
が
必
要
と
考
え
る
。
教

育
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

答
工
事
期
間
の
更
な
る
短
縮
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
様
々
な
方
法
を

検
討
し
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
が
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
改
築

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
再

度
、
現
状
の
周
知
を
行
い
、
重
症
化
予

防
の
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
全
額
公
費
と
し
て
き
た

が
、
今
後
、
定
期
接
種
化
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
、
正
確
な
情
報
提
供
に
努
め
、

感
染
対
策
な
ど
も
周
知
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問
若
い
人
な
ど
が
集
ま
る
環
境
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
は
大
切
で
あ
る
。
結
婚
の

支
援
に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
う
。

答
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
掛
け
、
安
心

し
て
こ
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
、
明
る
い
未
来
を
築
い
て
い
く
。

新
空
港
線
に
つ
い
て

問
新
空
港
線
へ
の
厳
し
い
声
に
対
し
て

区
長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
て
、
令
和

５
年
に
行
っ
た
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

蒲
蒲
線
の
見
直
し
を
求
め
る
声
も
あ
る

一
方
、
早
期
実
現
へ
の
期
待
の
声
も
も

ら
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
区
民
の
意
見

を
聴
き
な
が
ら
、
新
空
港
線
と
沿
線
の

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

問
公
契
約
条
例
の
基
本
的
な
姿
勢
に
つ

い
て
伺
う
。

答
公
共
事
業
な
ど
の
発
注
に
当
た
っ
て

は
、
適
正
な
労
働
環
境
の
も
と
で
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
、
区
内
事
業
者
の
育
成
に
つ
な
が

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

と
捉
え
て
い
る
。

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

問
区
で
も
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
精

神
や
川
崎
市
の
子
ど
も
の
権
利
条
例
の

精
神
を
今
後
の
不
登
校
対
策
の
参
考
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

答
今
後
も
、
こ
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自

立
に
と
っ
て
、
最
も
良
い
こ
と
は
何
か

を
こ
ど
も
と
保
護
者
と
と
も
に
考
え
な

が
ら
、
不
登
校
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

大

橋

た
け
し

大
田
区
議
会
公
明
党

区
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、

未
来
を
ひ
ら
く
取
り
組
み
を
! !

杉
山

か
ず
の
り

日
本
維
新
の
会
大
田
区
議
団

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
、

誇
れ
る
大
田
区
に
し
よ
う

お
ぎ
の
　
　
　
稔

東
京
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

・
国
民
民
主
・
無
所
属
の
会
）

松
原
区
政
か
ら
の
課
題
解
決
と

鈴
木
区
政
の
発
展
へ

津

田

智

紀

立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

新
空
港
線
の
正
当
性
と

暮
ら
し
や
す
い
区
政
に
つ
い
て

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

問
池
上
本
門
寺
の
御お

会え

式し
き

で
は
、
屋
台

が
21
時
頃
に
は
電
気
を
消
し
、
寂
し
い

状
態
で
あ
っ
た
。
夜
間
の
地
域
行
事
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
夜
間
行
事
は
多
く
の
区
民
が
参
加
で

き
、
地
域
活
性
化
な
ど
に
寄
与
す
る
。

地
域
の
自
主
的
な
活
動
が
継
続
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

問
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
ど
の
部
署

が
担
当
し
、
行
政
と
し
て
関
わ
っ
て
い

く
の
か
見
解
を
伺
う
。

答
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
若
者
を
中
心
に
広
が

っ
て
い
る
。
民
間
事
業
者
と
の
連
携
も

視
野
に
国
や
他
自
治
体
、
事
業
者
な
ど

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
研
究
し
て
い
く
。

ホームページの
ご案内

　議会の新着情報や議員
名簿、会議日程などをお
知らせしています。
　ぜひご活用ください。
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　詳細は、大田区議会
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します。

議会中継に
関する情報は
コチラ
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鈴

木ゆ
み

大
田
区
議
会
公
明
党

公
共
施
設
並
び
に
学
校
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
促
進
に
つ
い
て

問
電
気
料
金
の
高
騰
が
区
の
財
政
を
圧

迫
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
、
リ
ー
ス

方
式
に
よ
る
完
全
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
早
急
に

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
省
エ
ネ
や
電
気
料
金

削
減
に
有
効
で
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
効
率
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

リ
ー
ス
方
式
な
ど
は
効
果
的
な
手
法
で

は
あ
る
が
課
題
も
あ
る
た
め
、
他
自
治

体
の
活
用
状
況
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

国
の
財
政
支
援
の
活
用
を
含
め
財
政
メ

リ
ッ
ト
な
ど
の
効
果
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン

お
お
た
の
推
進
に
つ
い
て

問
早
生
桐
の
よ
う
な
脱
炭
素
に
貢
献
す

る
植
栽
を
要
望
す
る
が
、
い
か
が
か
。

答
関
係
部
局
と
の
連
携
の
も
と
、
新
た

な
み
ど
り
の
取
り
組
み
を
検
討
し
、
今

後
も
脱
炭
素
化
の
実
現
に
つ
な
が
る
ま

ち
の
み
ど
り
づ
く
り
を
共
有
し
な
が
ら
、

計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
区
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

問
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

実
現
し
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
女
性
管
理
職
な
ど
に
よ
る
座
談
会
を

新
た
に
開
催
す
る
な
ど
、
女
性
職
員
が

自
身
の
可
能
性
へ
挑
戦
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
健

康
課
題
に
つ
い
て
は
、
相
談
し
や
す
い

仕
組
み
の
在
り
方
を
含
め
、
検
討
し
て

い
く
。
区
内
で
働
く
女
性
の
就
業
継
続

を
促
進
し
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
よ

う
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

あ
ま
の雄

太

大
田
区
議
会
公
明
党

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て

問
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
普
及

啓
発
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
区

の
見
解
を
伺
う
。

答
今
後
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
な
ど
で
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
ほ
か
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
の
案
内
に
記
載
す
る
な
ど
、

更
な
る
周
知
を
検
討
し
て
い
る
。
事
業

者
の
理
解
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
こ
れ
か
ら
の
両
親
学
級
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

答
今
後
は
土
曜
日
、
平
日
と
も
に
、
定

員
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
よ
り
多
く
の
方

が
希
望
す
る
時
期
に
受
講
で
き
る
よ
う
、

事
業
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
に
つ
い
て

問
東
京
都
高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
利
用
普
及
啓
発
事
業
に
つ
い
て
、
利

用
者
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
工
夫

や
広
報
活
動
に
係
る
区
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

答
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、

自
治
会
・
町
会
掲
示
板
な
ど
で
広
報
し

て
い
る
。
関
係
部
局
と
の
情
報
共
有
や

周
知
に
工
夫
を
図
り
な
が
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
活
用
を
支
援
し
て
い
く
。

は
ね
ぴ
ょ
ん
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
に
つ

い
て

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
啓
発
の
取
り
組
み
の
た
め
、

は
ね
ぴ
ょ
ん
の
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
を

商
品
化
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
区

の
見
解
を
伺
う
。

答
グ
ッ
ズ
を
開
発
し
て
い
く
中
で
、
ス

テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
の
商
品
化
に
つ
い
て

も
、
大
田
観
光
協
会
と
と
も
に
検
討
し

て
い
く
。

奈

須利

江

フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

問
国
債
で
財
源
を
確
保
し
２
０
２
３
年

春
に
増
税
を
決
め
た
ば
か
り
の
国
が
減

税
は
お
か
し
い
。
区
に
は
区
民
か
ら
取

り
過
ぎ
、
た
め
た
１
３
０
０
億
円
も
の

基
金
が
あ
る
。
蒲
蒲
線
や
箱
モ
ノ
に
使

わ
ず
住
民
税
減
税
で
区
民
に
返
す
べ
き
。

答
取
り
過
ぎ
の
認
識
は
な
い
。
新
た
な

行
政
課
題
を
遅
滞
な
く
解
決
し
て
い
く
。

問
国
は
３
・
５
兆
円
規
模
の
減
税
の
陰

で
イ
ン
フ
ラ
な
ど
へ
21
・
７
兆
円
の
財

政
投
入
を
見
込
む
。
区
も
歩
調
を
合
わ

せ
箱
モ
ノ
費
を
２
０
２
３
年
か
ら
１
・

55
倍
増
や
す
。
人
や
物
の
不
足
時
に
箱

モ
ノ
や
開
発
需
要
を
増
や
せ
ば
物
価
が

更
に
上
が
り
所
得
水
準
を
下
げ
な
い
か
。

答
直
ち
に
物
価
高
に
つ
な
が
ら
な
い
。

宮
﨑か

ず
ま

日
本
維
新
の
会
大
田
区
議
団

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制
度
に
つ

い
て

問
マ
ン
シ
ョ
ン
実
態
調
査
の
回
収
率
向

上
の
取
り
組
み
及
び
管
理
不
全
マ
ン
シ

ョ
ン
へ
の
対
策
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
調
査
員
の
個
別
訪
問
、
組
合
役
員
へ

の
働
き
掛
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
管

理
不
全
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
事

前
相
談
な
ど
で
「
丁
寧
」
に
応
じ
る
と

と
も
に
、
管
理
水
準
の
向
上
に
向
け
て

様
々
な
「
支
援
」
に
努
め
る
。

雑
色
駅
・
糀
谷
駅
周
辺
の
違
法
駐
輪
に

つ
い
て

問
雑
色
駅
前
の
違
法
駐
輪
の
改
善
を
参

考
に
、
糀
谷
駅
周
辺
の
違
法
駐
輪
に
つ

い
て
「
積
極
的
な
対
策
」
を
求
め
る
。

答
雑
色
駅
前
で
は
委
託
事
業
者
に
よ
る

指
導
な
ど
の
結
果
、
放
置
自
転
車
が
大

幅
に
減
少
し
た
。
一
方
で
糀
谷
駅
周
辺

の
違
法
駐
輪
が
、
長
年
、
歩
行
者
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
放
置
自
転
車
の

一
層
の
「
対
策
強
化
」
に
取
り
組
む
。

庄

嶋孝

広

立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

こ
ど
も
の
遊
び
と
体
験
を
保
障
す
る
施

策
に
つ
い
て

問
遊
び
は
成
長
に
お
い
て
重
要
で
あ
る

が
、
区
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
遊
び
の
場
が
充
実
し
た
地
域
は
豊
か

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
大
田
区
基

本
構
想
策
定
の
中
で
も
議
論
し
て
い
る
。

問
区
の
青
少
年
健
全
育
成
事
業
は
、
こ

ど
も
・
若
者
の
体
験
の
充
実
を
意
識
し

て
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
の
会
長
や

委
員
向
け
に
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

問
遊
び
や
体
験
を
行
う
事
業
で
は
、
こ

ど
も
が
意
見
表
明
で
き
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
こ
ど
も
を
対
象
と
す
る
事
業
で
、
意

見
表
明
の
機
会
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

高

瀬三
徳

自
由
民
主
党
大
田
区
議
団
・
無
所
属
の
会

地
産
地
消
・
地
球
温
暖
化
対
策

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
の
た
め
に
は
、
地

産
地
消
の
輪
が
広
が
り
、
環
境
に
配
慮

し
た
食
材
が
消
費
者
に
評
価
さ
れ
る
と

良
い
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
環
境
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
大

変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
取
り
組
み

問
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制
度
と

は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。
今
後
は
本
制

度
の
利
用
を
ど
の
よ
う
に
促
進
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

答
適
切
な
管
理
計
画
を
持
つ
マ
ン
シ
ョ

ン
と
し
て
、
区
か
ら
認
定
を
受
け
る
制

度
で
あ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認

定
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

問
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
工
事
費
な
ど
の
一
部
助
成
を
行
う
。

関
係
部
局
や
区
内
の
関
係
団
体
と
連
携

し
、
老
朽
化
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
を

推
進
し
て
い
く
。

友
好
都
市
と
の
今
後
に
つ
い
て

問
友
好
関
係
に
あ
る
中
国
大
連
市
や
北

京
市
朝
陽
区
と
の
交
流
は
、
今
後
ど
の

よ
う
な
考
え
の
も
と
に
進
め
る
か
。

答
海
外
の
友
好
都
市
と
の
交
流
は
、
国

際
都
市
お
お
た
の
実
現
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問
セ
ー
ラ
ム
市
と
の
今
後
の
交
流
に
つ

い
て
伺
う
。

答
中
学
生
に
よ
る
訪
問
を
実
施
し
て
い

る
。
両
都
市
の
交
流
が
実
り
多
い
も
の

に
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
ど
も
を
見
守
る
地
域
に
つ
い
て

問
こ
ど
も
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
行

政
や
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

も
重
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
地
域
と
つ
く
る
支
援
の
輪
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
こ

ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
更
な
る
こ
ど
も
の
生
活
応
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

中

坪悦
子

自
由
民
主
党
大
田
区
議
団
・
無
所
属
の
会

シ
ス
テ
ム
障
害
に
お
け
る
ベ
ン
ダ
ー
の

責
任
及
び
損
害
賠
償
に
つ
い
て

問
損
害
賠
償
及
び
再
発
防
止
に
か
か
る

費
用
は
全
額
ベ
ン
ダ
ー
の
負
担
か
。

答
障
害
の
復
旧
対
応
に
要
し
た
人
件
費
、

緊
急
対
応
作
業
費
、
諸
経
費
、
再
発
防

止
に
か
か
る
費
用
も
保
守
ベ
ン
ダ
ー
が

負
担
す
る
旨
の
申
し
出
を
受
け
て
い
る
。

保
守
契
約
に
つ
い
て

問
ベ
ン
ダ
ー
の
初
動
に
問
題
は
な
か
っ

た
か
。

答
保
守
ベ
ン
ダ
ー
の
初
動
対
応
は
、
適

切
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

保
守
要
員
の
所
属
先
及
び
保
有
ス
キ
ル

に
つ
い
て

問
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
伺
う
。

答
個
々
の
保
有
資
格
や
、
業
務
経
歴
な

ど
を
確
認
し
て
い
る
。
要
員
が
交
代
す

る
際
に
は
、
事
前
に
区
の
承
認
を
得
る

こ
と
を
契
約
条
項
に
明
記
し
て
お
り
、

後
任
者
の
ス
キ
ル
や
経
歴
な
ど
を
確
認

し
て
い
る
。

協
定
及
び
覚
え
書
き
の
締
結
に
つ
い
て

問
契
約
書
の
見
直
し
や
、
追
加
で
覚
え

書
き
の
締
結
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
方
式
の
見
直
し
な
ど
、

運
用
に
お
け
る
設
計
・
仕
様
面
の
改
善

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
保
守

ベ
ン
ダ
ー
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
つ
い
て

問
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
の

進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

答
一
部
の
業
務
シ
ス
テ
ム
は
区
独
自
の

ク
ラ
ウ
ド
へ
の
導
入
工
程
に
着
手
し
て

い
る
。
ま
ず
は
次
期
基
盤
上
で
標
準
化

を
確
実
に
行
い
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
へ
の
移
行
に
向
け
て
取
り
組
む
。

東
京
朝
鮮
第
六
幼
初
級
学
校
に
つ
い
て

問
小
・
中
学
校
に
お
け
る
外
国
籍
の
こ

ど
も
た
ち
の
就
学
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
は
、
各
学
校
へ
多
言
語
に
対

応
で
き
る
指
導
員
を
派
遣
し
、
80
時
間

を
上
限
と
し
た
き
め
細
か
な
日
本
語
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

柿

島耕
平

自
由
民
主
党
大
田
区
議
団
・
無
所
属
の
会

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

問
大
田
区
防
災
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
防

災
訓
練
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
利
用
者
拡
大
の
た
め
の
普
及
啓
発
を

強
化
し
、
利
便
性
を
よ
り
実
感
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
防
災
ア
プ
リ
を
用
い

た
訓
練
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

問
ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
イ

・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
デ
ジ
タ

ル
や
シ
ー
ト
な
ど
各
種
ツ
ー
ル
の
中
か

ら
利
用
し
や
す
い
も
の
を
選
択
、
作
成

し
て
、
そ
の
計
画
内
容
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
区

民
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
を
支

援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
普
及
啓
発
活

動
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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問
大
田
区
防
災
ア
プ
リ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
に
つ
い
て
伺
う
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
活
用
の
好
事
例

を
周
知
す
る
こ
と
で
、
幅
広
く
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
普
及
啓

発
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
改

修
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
へ
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て

問
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し
た
見
守
り

活
動
に
関
し
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
有
用
な
高
齢
者

の
見
守
り
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
な
ど
を

調
査
し
、
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
、
現

状
を
把
握
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
現
在
提
供
し
て
い
る
緊
急
通
報
装
置

型
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
提
供
や
対
象
の
拡
大

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
大
田
区

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、
自
治

会
・
町
会
、
地
域
の
事
業
者
な
ど
、
高

齢
者
の
見
守
り
に
協
力
し
て
も
ら
え
る

多
く
の
力
を
い
か
し
つ
つ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
有
用
性
な
ど
も
確
認
し
な
が
ら
、

高
齢
者
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

体
制
を
整
え
て
い
く
。

寺
下な

お
み

東
京
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム（
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト・国
民
民
主・無
所
属
の
会
）

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問
要
介
護
状
態
か
ら
回
復
し
た
当
事
者

や
、
施
設
に
対
す
る
支
援
や
サ
ポ
ー
ト

は
あ
る
か
。

答
高
齢
者
と
複
数
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
が
一
つ
の
チ
ー
ム
で
心
身
の
状
態

の
維
持
・
向
上
に
取
り
組
み
、
結
果
を

評
価
・
公
表
す
る
、
お
お
た
介
護
予
防

応
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

問
健
康
な
高
齢
者
に
対
し
、
何
ら
か
の

サ
ポ
ー
ト
は
あ
る
か
。

答
一
般
介
護
予
防
事
業
、
大
田
区
介
護

予
防
ポ
イ
ン
ト
制
度
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
、
は
ね
ぴ
ょ
ん
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

寺
田かず

と
も

Ｏ
Ｔ
Ａ
れ
い
わ
新
選
組

ギ
フ
テ
ッ
ド
の
こ
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

に
つ
い
て

問
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
全
て
の
こ
ど
も
た
ち
が
多
様
性
を
認

め
合
い
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的

な
学
び
が
一
体
的
に
充
実
す
る
よ
う
、

指
導
・
支
援
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
４
年
ぶ
り
と
な
っ
た
中
学

校
生
徒
海
外
派
遣
の
実
施
状
況
に
つ
い

て問
現
地
で
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

答
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
の
生
徒
は
、
セ
ー

ラ
ム
市
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
学
び

を
深
め
た
。
ド
イ
ツ
コ
ー
ス
の
生
徒
は
、

ブ
レ
ー
メ
ン
市
の
歴
史
や
文
化
、
環
境

先
進
国
と
し
て
の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

清

水菊

美

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

私
立
認
可
保
育
園
の
運
営
費
が
、
豊
か

な
保
育
環
境
の
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

問
認
可
保
育
園
委
託
費
の
弾
力
運
用
に

よ
り
、
公
金
で
あ
る
委
託
費
が
事
業
者

の
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
是
正
す
べ
き
。

答
適
正
な
運
営
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

問
株
式
会
社
が
運
営
し
て
い
る
私
立
認

可
保
育
園
の
人
件
費
比
率
の
実
態
を
社

会
福
祉
法
人
の
よ
う
に
公
表
し
、
50
％

以
下
は
指
導
し
、
国
の
基
準
で
あ
る
70

か
ら
80
％
を
目
指
す
こ
と
を
求
め
る
。

答
人
件
費
な
ど
の
財
務
情
報
の
公
表
を

補
助
金
交
付
の
条
件
と
し
て
い
る
。

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
を
守
り
拡
充
す

る
よ
う
交
通
政
策
を
改
善
す
る
こ
と

問
乗
務
員
不
足
に
よ
る
減
便
を
止
め
る

た
め
、
低
賃
金
改
善
に
向
け
た
手
当
の

支
給
な
ど
が
必
要
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
事
業
者
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

問
移
動
が
困
難
な
区
民
へ
の
施
策
の
見

直
し
で
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
活
用
な
ど

が
あ
る
が
、
利
用
者
の
安
全
は
確
保
さ

れ
て
い
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
交
通
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

答
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
今
後
の

方
向
性
を
探
っ
て
い
く
。

平
野春

望

立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

問
猫
の
ト
ラ
ブ
ル
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
、
地
域
猫

の
対
応
に
つ
い
て
、
相
談
で
き
る
仕
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
千
代
田
区
に

は
普
及
支
援
委
員
な
ど
が
あ
る
。
自
治

会
・
町
会
以
外
に
も
様
々
な
民
間
団
体

を
紹
介
す
る
新
た
な
仕
組
み
が
必
要
と

考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
民
間
団
体
が
自
治
会
・
町
会
な
ど
と

連
携
・
協
働
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
猫
活
動
の
周
知
啓
発
を
行
う
。

問
国
保
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
申
請

手
続
き
を
し
な
く
て
も
、
保
険
証
の
代

わ
り
と
な
る
資
格
確
認
書
が
届
く
の
か
。

答
保
険
証
を
発
送
す
る
際
に
、
保
険
証

の
廃
止
や
資
格
確
認
書
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

も
同
封
し
た
。
今
後
、
国
か
ら
具
体
的

な
対
応
な
ど
が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

犬

伏
秀
一

つ
ば
さ
大
田
区
議
団

問
公
務
員
試
験
を
受
け
て
入
庁
し
た
優

秀
な
人
材
が
、
な
ぜ
数
年
た
つ
と
「
言

い
訳
の
達
人
」
、
「
で
き
な
い
理
由
伝

道
師
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
こ
の

よ
う
な
お
役
所
文
化
を
本
気
で
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

答
職
場
に
お
け
る
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
引
き
続
き
、
変
革
を
恐
れ
ず
、
未

来
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を

育
て
上
げ
、
区
政
の
推
進
に
積
極
果
敢

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
昨
今
の
様
々
な
事
件
や
問
題
は
全
て

道
徳
の
欠
落
に
原
因
が
あ
る
。
区
立
学

校
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
現
状
、
道
徳

専
科
教
員
の
必
要
性
と
、
更
に
は
教
育

勅
語
の
活
用
な
ど
、
率
直
な
感
想
を
伺

う
。

答
教
育
基
本
法
の
教
育
の
目
的
及
び
目

標
に
基
づ
き
、
こ
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

人
間
性
を
育
み
、
未
来
を
創
る
力
を
育

て
て
い
く
。

本

多たか
ま
さ

日
本
維
新
の
会
大
田
区
議
団

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

問
大
田
区
に
は
都
内
最
多
の
１
４
０
も

の
商
店
街
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
空
き
店
舗

や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
運
営
面
な
ど
様
々

な
状
況
の
対
策
を
含
め
、
個
別
及
び
複

数
の
商
店
街
へ
の
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
と
都
に
よ
る
商
店
街
チ
ャ
レ
ン
ジ

戦
略
支
援
事
業
補
助
、
都
の
政
策
課
題

対
応
型
事
業
補
助
が
活
用
で
き
る
。

羽
田
空
港
公
園
の
活
用
に
つ
い
て

問
野
外
で
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
区
民
の

憩
い
の
場
な
ど
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
公
園
と
し
て
、
今
後
、

区
の
魅
力
向
上
に
寄
与
し
、
更
に
、
大

き
な
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
羽
田
空
港

公
園
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
民
の
憩
い
や
交
流
創
出
な
ど
の
場

と
な
る
よ
う
、
多
様
な
用
途
に
活
用
で

き
る
公
園
の
整
備
・
運
営
に
取
り
組
む
。

と
く
山

れ
い
こ

東
京
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム（
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト・国
民
民
主・無
所
属
の
会
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
イ
バ
ー
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

を
目
指
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
に
つ

い
て

問
外
部
へ
デ
ー
タ
を
持
ち
出
す
際
の
運

用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
及
び

実
施
手
順
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
効
性
を
確

保
す
る
と
と
も
に
水
準
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
区
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
の
導
入

に
関
す
る
現
状
を
伺
う
。

答
外
部
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
い
く
。
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令
和
５
年
11
月
８
日
、
小
池
東
京
都

知
事
と
意
見
交
換
を
行
い
、
都
知
事
か

ら
は
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
に

つ
い
て
、
東
京
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め

る
た
め
に
は
、
国
内
外
に
も
の
づ
く
り

技
術
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
国
際
産
業
拠
点
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
都
と

区
は
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
区
政
の
更

な
る
発
展
及
び
東
京
全
体
の
発
展
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
、
私
自
身
、
先
頭
に
立

ち
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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５
年
７
月
に
開
催
し
た
第
１
回
基
本

構
想
審
議
会
に
始
ま
り
、
こ
こ
ま
で
計

10
回
に
わ
た
り
議
論
を
重
ね
、
特
に
区

民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
要
望
を
い
た

だ
い
た
、
「
こ
ど
も
」
や
「
安
全
・
安

心
」
を
軸
と
し
た
ま
ち
の
姿
を
柱
に
据

え
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
数
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
心

か
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

誰
も
が
未
来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
な

ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
確
か
な
羅
針
盤

と
な
る
基
本
構
想
を
作
り
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。
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両
日
と
も
に
真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
晴
天
の
中
で
行
わ
れ
、
２
日
間
で
約

18
万
８
千
人
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
」
と

「
交
流
の
輪
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
た

フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
、
区
内
外
に
大
田

区
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
一
時
で
も
楽
し
い

時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
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５
年
11
月
24
日
に
文
化
庁
か
ら
登
録

有
形
文
化
財
へ
の
登
録
の
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
も
区

内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
る
記

念
館
で
す
が
、
今
後
は
展
示
内
容
だ
け

で
な
く
、
建
物
の
魅
力
に
つ
い
て
も
よ

り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変

喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
、
今
ま
で
以
上

に
多
く
の
来
館
者
に
お
越
し
い
た
だ
け

る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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５
年
秋
は
、
区
内
の
多
く
の
障
が
い

者
施
設
で
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
の

も
と
、
施
設
ま
つ
り
が
再
開
さ
れ
、
私

自
身
も
多
く
の
施
設
ま
つ
り
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
人
と
人
が
直
接
会
っ

て
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
次
期

「
大
田
区
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
区
は
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳
の
あ
る
本
人

ら
し
い
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
包

摂
的
な
地
域
社
会
を
構
築
し
て
ま
い
り

ま
す
。

˔
͓
͓
ͨ
Ϋ
ồ
ϧ
Ξ
Ϋ
γ
ἀ
ϯ

羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
て
「
お
お

た
ク
ー
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
私
も
会
場
で
、

区
内
企
業
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
取
り
組
み
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ
て
、

事
業
者
や
区
民
一
人
ひ
と
り
に
地
球
温

暖
化
対
策
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
意

識
し
て
い
た
だ
き
、
区
民
運
動
と
い
う

大
き
な
ウ
ェ
ー
ブ
と
な
っ
て
い
く
こ
と

が
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
ま
す
。

۠
ѫࡰ
ʢൈਮʣ

ླɹথխ
۠長
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■  
区
長
提
出
議
案  

■

令
和
５
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
４
次
）

60
億
５
４
９
万
６
千
円
増
額
す
る

（
詳
細
は
、
下
部
に
掲
載
）。

条
例
の
制
定

◆
大
田
区
西
蒲
田
三
丁
目
複
合
施
設
条

例大
田
区
西
蒲
田
三
丁
目
複
合
施
設
を

設
置
し
、
そ
の
管
理
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
。

条
例
の
一
部
改
正

◆
大
田
区
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
規
定

を
整
理
す
る
。

◎
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

国
民
健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

出
産
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
に

係
る
規
定
を
定
め
る
ほ
か
、
規
定
を

整
備
す
る
。

◎
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
条
例

産
業
プ
ラ
ザ
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
を
廃
止
す
る
。

◎
大
田
区
立
障
害
者
福
祉
施
設
条
例

大
森
東
福
祉
園
分
場
の
設
置
及
び
く

す
の
き
園
の
一
時
移
転
。

◆
大
田
区
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
推

進
に
関
す
る
条
例

空
家
等
の
適
切
な
管
理
を
推
進
す
る

に
当
た
り
、
区
が
実
施
す
る
空
家
等

に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
旨
の
所
有
者
等
の
責
務
を
定
め

る
と
と
も
に
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
空
家
等
対
策
審
議
会
条
例

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整

理
す
る
。

◆
大
田
区
長
等
の
給
料
等
に
関
す
る
条

例

区
長
及
び
副
区
長
の
給
料
月
額
及
び

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
改
定
す
る
。

◆
大
田
区
行
政
委
員
会
の
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

教
育
委
員
会
及
び
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
等
の
報
酬
月
額
を
改
定
す
る
。

◆
大
田
区
監
査
委
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例

常
勤
の
識
見
監
査
委
員
の
給
料
月
額

及
び
期
末
手
当
の
支
給
月
数
並
び
に

非
常
勤
の
識
見
監
査
委
員
及
び
議
員

の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
た
監
査
委
員

の
報
酬
月
額
を
改
定
す
る
。

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

職
員
の
給
料
月
額
並
び
に
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
改
定

す
る
。

◆
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
月
額
及

び
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
改
定
す

る
ほ
か
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

い
、
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。

◆
大
田
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例

教
育
長
の
給
料
月
額
及
び
期
末
手
当

の
支
給
月
数
を
改
定
す
る
。

◆
大
田
区
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例議
会
議
員
の
議
員
報
酬
月
額
及
び
期

末
手
当
の
支
給
月
数
を
改
定
す
る
。

契
約
の
締
結

◆
大
田
第
９
号
蒲
田
駅
東
口
地
下
自
転

車
駐
車
場
整
備
工
事
（
そ
の
１
）
請

負
契
約

契
約
金
額
：
88
億
８
、
８
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方
：
不
動
テ
ト
ラ
・
吉

田
・
池
上
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
大
田
区
立
赤
松
小
学
校
及
び
仮
称
大

田
区
北
千
束
二
丁
目
複
合
施
設
改
築

そ
の
他
工
事
（
Ⅱ
期
）
請
負
契
約

契
約
金
額
：
18
億
１
、
５
１
６
万
７
、

２
０
０
円

契
約
の
相
手
方
：
東
急
・
河
津
建
設

工
事
共
同
企
業
体

契
約
の
変
更

◆
大
田
区
立
東
調
布
第
三
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
南
久
が
原
二
丁
目
複
合

施
設
改
築
そ
の
他
工
事
（
Ⅰ
期
）
請

負
契
約

契
約
金
額
を
25
億
８
７
７
万
円
か
ら

26
億
７
、
８
７
２
万
円
に
変
更
す
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

か
っ
こ
内
は
指
定
管
理
者
の
名
称

◆
大
田
区
立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｔ
ａ
）

◆
大
田
区
休
養
村
と
う
ぶ

（
株
式
会
社
信
州
東
御
市
振
興
公
社
）

◆
大
田
区
大
森
北
四
丁
目
複
合
施
設

（
地
域
力
も
り
も
り
大
森
共
同
体
）

◆
大
田
区
大
森
北
区
民
活
動
施
設

（
地
域
力
も
り
も
り
大
森
共
同
体
）

◆
大
田
区
田
園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
館

（
田
園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
ハ
ー
モ
ニ
ー
）

◆
大
田
区
立
大
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
公
益
財
団
法
人
大
田
区
ス
ポ
ー
ツ

協
会
グ
ル
ー
プ
）

◆
大
田
ス
タ
ジ
ア
ム

（
公
益
財
団
法
人
大
田
区
ス
ポ
ー
ツ

協
会
グ
ル
ー
プ
）

◆
大
田
区
営
ア
ロ
マ
地
下
駐
車
場

（
日
本
パ
ー
キ
ン
グ
株
式
会
社
）

◆
大
田
区
南
六
郷
創
業
支
援
施
設

（
南
六
郷
創
業
支
援
施
設
運
営
共
同

事
業
体
）

◆
大
田
区
営
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

（
株
式
会
社
大
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
）

◆
大
田
区
立
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

（
株
式
会
社
大
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
）

◆
大
田
区
高
齢
者
ア
パ
ー
ト

（
株
式
会
社
大
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
）

◆
大
田
区
立
障
害
者
福
祉
施
設

・
大
田
区
立
南
六
郷
福
祉
園

・
大
田
区
立
く
す
の
き
園

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
）

・
大
田
区
立
大
田
生
活
実
習
所

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
睦
月
会
）

◆
大
田
区
立
田
園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
公
園

（
田
園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
ハ
ー
モ
ニ
ー
）

■  

報
告  

■

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●
大
田
区
立
入
新
井
第
一
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
大
森
北
四
丁
目
複
合
施

設
改
築
そ
の
他
工
事
（
Ⅰ
期
）
請
負

契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
18
日

契
約
金
額
を
80
億
９
、
３
０
５
万
２
、

０
０
０
円
か
ら
81
億
９
６
７
万
３
、

０
０
０
円
に
、
工
期
を
令
和
６
年
４

月
30
日
か
ら
令
和
６
年
６
月
28
日
に

変
更
す
る
。

●
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
特
定
天
井
改
修
そ

の
他
工
事
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
19
日

契
約
金
額
を
14
億
４
、
６
５
０
万
円

か
ら
14
億
５
、
３
０
８
万
９
、
０
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
６
年
３
月
15

日
か
ら
令
和
６
年
４
月
30
日
に
変
更

す
る
。

●
仮
称
大
田
区
西
蒲
田
三
丁
目
複
合
施

設
新
築
そ
の
他
工
事
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
18
日

契
約
金
額
を
６
億
９
、
５
２
０
万
円

か
ら
７
億
78
万
８
、
０
０
０
円
に
変

更
す
る
。

●
大
田
区
立
高
畑
小
学
校
校
舎
増
築
そ

の
他
工
事
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
13
日

契
約
金
額
を
６
億
４
、
６
８
０
万
円

か
ら
６
億
７
、
３
４
０
万
９
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
入
新
井
第
一
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
大
森
北
四
丁
目
複
合
施

設
改
築
そ
の
他
電
気
設
備
工
事
（
Ⅰ

期
）
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
18
日

契
約
金
額
を
12
億
５
、
２
７
５
万
円

か
ら
12
億
５
、
５
７
８
万
６
、
０
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
６
年
４
月
30

日
か
ら
令
和
６
年
６
月
28
日
に
変
更

す
る
。

●
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
特
定
天
井
改
修
そ

の
他
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
19
日

契
約
金
額
を
４
億
８
、
８
４
０
万
円

か
ら
４
億
９
、
２
３
２
万
７
、
０
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
６
年
３
月
15

日
か
ら
令
和
６
年
４
月
30
日
に
変
更

す
る
。

●
大
田
区
立
東
調
布
第
三
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
南
久
が
原
二
丁
目
複
合

施
設
改
築
そ
の
他
電
気
設
備
工
事

（
Ⅰ
期
）
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
19
日

契
約
金
額
を
３
億
７
、
７
４
３
万
円

か
ら
３
億
７
、
７
８
５
万
円
に
変
更

す
る
。

●
大
田
区
立
入
新
井
第
一
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
大
森
北
四
丁
目
複
合
施

設
改
築
そ
の
他
機
械
設
備
工
事
（
Ⅰ

期
）
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
18
日

契
約
金
額
を
17
億
９
、
８
５
０
万
円

か
ら
18
億
３
９
２
万
３
、
０
０
０
円

に
、
工
期
を
令
和
６
年
４
月
30
日
か

ら
令
和
６
年
６
月
28
日
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
東
調
布
第
三
小
学
校
及
び

仮
称
大
田
区
南
久
が
原
二
丁
目
複
合

施
設
改
築
そ
の
他
機
械
設
備
工
事

（
Ⅰ
期
）
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
19
日

契
約
金
額
を
４
億
７
０
０
万
円
か
ら

４
億
２
、
３
８
７
万
４
、
０
０
０
円

に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
特
定
天
井
改
修
そ

の
他
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
19
日

契
約
金
額
を
７
億
７
、
０
０
０
万
円

か
ら
７
億
７
、
４
０
９
万
２
、
０
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
６
年
３
月
15

日
か
ら
令
和
６
年
４
月
30
日
に
変
更

す
る
。

●
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
舞
台
照
明
設
備
改

修
工
事
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
19
日

契
約
金
額
を
２
億
８
、
８
３
１
万
円

か
ら
２
億
９
、
１
０
６
万
円
に
、
工

期
を
令
和
６
年
３
月
15
日
か
ら
令
和

６
年
４
月
30
日
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
舞
台
機
構
改
修
工

事
請
負
契
約

処
分
日
：
令
和
５
年
10
月
19
日

工
期
を
令
和
６
年
３
月
15
日
か
ら
令

和
６
年
４
月
30
日
に
変
更
す
る
。

■  

任
命
に
伴
う
同
意  

■

教
育
長
の
任
命

◎
小
黒

仁
史

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
北
内

英
章

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど

◎
は
全
会
一
致
（
５
件
）
◆
は
賛
成
者
多
数
（
29
件
）

第４回

令和５年度一般会計補正予算（第４次）を可決
　令和５年度一般会計第４次補正予算は、以下の
視点を踏まえて計上されました。
○�社会経済状況を踏まえた物価高騰対策に資する
予算
○�国の総合経済対策に速やかに対応するための予算

　今回の補正予算の規模は、60億549万６千円の
増額となりました。
　計上された主な事業は、次のとおりです。

福祉費
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業	 57億857万1千円
　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業に係る経費
産業経済費
運送事業者支援事業	 1億5,510万円
　運送事業者支援事業に係る経費

一般会計補正予算（第４次）の主な事業
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第４回 定例会 委員会付託された請願・陳情の結果　　　　　今定例会で委員会付託された請願・陳情の結果は以下のとおりです。 審査結果

地域産業委員会 消費者保護のため政府等に特商法の抜本的法改正を求める意見書の提出を求める陳情 継続
健康福祉委員会 滝山病院事件で明らかになった精神科病院の実態と大田区福祉行政の在り方に関する陳情 不採択
まちづくり環境
委員会

若竹児童公園に誰にも優しいトイレの設置を求める陳情 継続
大田区古着回収ボックスの常設に関する陳情 継続

○：賛成　×：反対

第４回 定例会 意見が異なった議案に対する各会派の態度一覧 自 公 共 維 つ フ
ォ 立 フ

ェ れ 結果

令和５年度補正予算 一般会計（第４次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
条例の制定 大田区西蒲田三丁目複合施設条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

条例の一部改正

大田区行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区空家等の適切な管理の推進に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区空家等対策審議会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区長等の給料等に関する条例 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大田区行政委員会の委員の報酬及び費用弁償に関する条例 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大田区監査委員の給与等に関する条例 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
職員の給与に関する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大田区教育委員会教育長の給与等に関する条例 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大田区議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

契約の締結 大田第９号蒲田駅東口地下自転車駐車場整備工事（その１）請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区立赤松小学校及び仮称大田区北千束二丁目複合施設改築その他工事（Ⅱ期）請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

契約の変更 大田区立東調布第三小学校及び仮称大田区南久が原二丁目複合施設改築その他工事（Ⅰ期）
請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

指定管理者の指定

大田区立男女平等推進センター ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大田区休養村とうぶ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区大森北四丁目複合施設 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区大森北区民活動施設 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区田園調布せせらぎ館 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区立大森スポーツセンター ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田スタジアム ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区営アロマ地下駐車場 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区南六郷創業支援施設 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区営シルバーピア ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区立シルバーピア ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区高齢者アパート ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区立障害者福祉施設 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区立田園調布せせらぎ公園 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

自…自由民主党大田区議団・無所属の会 ⒂
公…大田区議会公明党 ⑾
共…日本共産党大田区議団 ⑸

 維 …日本維新の会大田区議団 ⑸
 つ …つばさ大田区議団 ⑷
フォ…東京政策フォーラム（都民ファースト・国民民主・無所属の会） ⑷

 立 …立憲民主党大田区議団 ⑷
フェ…フェアな民主主義 ⑴
 れ …ＯＴＡれいわ新選組 ⑴

会派名
（所属議員数）

議会運営委員会及びICT化調査・研究会行政視察、親善訪問、区政施策調査
期　　間 令和５年10月23日から10月24日まで
視察場所 岐阜県可児市議会、滋賀県大津市議会
視察議員 �しおの目まさき、湯本良太郎、えびさわ圭介、高山雄一、中坪悦子、天坂大介、
� 岡元由美、小峰よしえ、田島和雄、あまの雄太、佐藤伸、村石真依子、
� 三沢清太郎、鈴木ひろこ、犬伏秀一、須藤英児、おぎの稔、小川あずさ、庄嶋孝広

期　　間 令和５年11月６日から11月10日まで
訪問都市 ベトナム社会主義共和国ホーチミン市、バリア・ブンタウ省フーミー市、バリア市、
� 台湾高雄市、台南市
訪問議員 �大森昭彦、湯本良太郎、中坪悦子、北村やよい、三沢清太郎、伊藤つばさ

期　　間 令和５年11月５日から11月９日まで
訪問都市 中華人民共和国北京市朝陽区、遼寧省大連市
訪問議員 �高瀬三徳、鈴木隆之、伊佐治剛、えびさわ圭介、天坂大介、柿島耕平、松原元、

 おぎの稔、小川あずさ、津田智紀

期　　間  令和５年12月10日から12月14日まで
訪問都市  アメリカ合衆国マサチューセッツ州セーラム市、ニューヨーク州ニューヨーク市
訪問議員 � 押見隆太、馬橋やすとき、鈴木ひろこ、須藤英児、庄嶋孝広

　本視察では、区民向けの情報発信及びそれに資するICTの活用についての先進事例を
学ぶため、議会運営委員会と、議会改革の一環として設置しているICT化調査・研究会
の合同で可児市議会、大津市議会を訪問しました。
　いずれの市議会においても、市民の議会への関心を高めるための取り組みとして、
議会報告会や意見交換会、広報誌のリニュー
アルをはじめとする広報の強化などを実施す
る中で、効果的にICTを活用していました。
　本視察を踏まえ、本区議会においても様々
な視点から調査・研究を行い、引き続き議会の
ICT化を含めた議会改革を推進していきます。

　ベトナムでは、区内産業の海外展開及び人材交流に向けた調査として、バリア・ブンタウ
省人民委員会、フーミー３特別工業団地、ESUHAIを訪問しました。また、新たなまちづくり
の調査として、ビンホームズグランドパークを訪問しました。
　台湾では、高雄市議会を表敬訪問し、相互に理解を深め、交流を進めていくことを
確認しました。更に、都市部における大規模地震災害への対策について調査するため、
2016年台湾南部地震を経験した高雄市及び台
南市の消防局を訪問しました。また、文化振
興・観光施策の調査のため、金馬賓館當代美術
館を訪問しました。
　今回の訪問調査で持ち帰った先進的な施策と
友好・協力関係の構築を、笑顔とあたたかさあ
ふれる大田区の実現にいかしていきます。

　大田区との友好都市締結から25周年を迎える北京市朝陽区及び友好協力関係都市協定を
締結している大連市と、更なる友好・親善の促進を図ることを目的に親善訪問調査を行いま
した。
　北京市朝陽区では、人民代表大会常務委員会党組織書記�陳

ちん

宏
こう

志
し

主任、大連市では、人
民代表大会常務委員会�艾

あい

華
か

副主任、人民政府�冷
れい

雪
せつ

峰
ほう

副市長などの関係者の方々を訪問
し、青少年や教育などの交流促進について意見
交換を行い、友好関係をより一層促進させてい
くことを確認しました。また、そのほかに大連市
中日友好協会を表敬訪問しました。
　この度の親善訪問調査を実施したことで、改
めて友好関係が強固なものとなり、相互の都市
が交流して発展していくことを確認しました。

　姉妹都市であるセーラム市を４年ぶりに親善訪問しました。パンガーロ新市長への表
敬訪問では、中学校生徒海外派遣などについて懇談しました。また、大森貝塚を発見した
モース博士が館長だった縁で郷土博物館の姉妹館であるピーポディ・エセックス博物館を
訪問し、2027年の大森貝塚発見・発掘150周年について意見交換しました。更に、セーラ
ム市との交流に尽力いただいているピーター・ドーラン氏の紹介で、小学校の児童大使の
案内により、授業や校内を見学しました。
　ニューヨーク市では、ハイラインとハドソン
ヤードを視察し、都市部の再開発の現状を確認
しました。
　今回の訪問で、大田区とセーラム市の友好関
係がより強くなり、今後も良好な関係を築いて
いくことができると確信しました。

大津市議会議場にて

  高雄市議会を訪問

 大連市人民代表大会常務委員会を表敬訪問

セーラム市長を表敬訪問

報告書は、ホームページ及びおおた区議会年報（令和６年３月発行予定）に掲載します。
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８
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２
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日
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日
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３
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２
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４
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委
員
会

４
日
議
会
運
営
委
員
会

５
日
特
別
委
員
会

９
日
議
会
運
営
委
員
会

 
 

本
会
議
（
第
３
日
）

※
実
際
の
日
程
は
、
各
定
例

会
・
臨
時
会
開
催
前
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

開
会
時
刻
な
ど
詳
細
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、議
会
事
務
局（
1
面
参
照
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

自民・無所属 自由民主党大田区議団・無所属の会 ☎5744-1480
公明 大田区議会公明党 ☎5744-1488
共産 日本共産党大田区議団 ☎5744-1477
維新 日本維新の会大田区議団 ☎5744-1155
つばさ つばさ大田区議団 ☎5744-1718
フォーラム 東京政策フォーラム
　　　　　（都民ファースト・国民民主・無所属の会） ☎5744-1285
立憲 立憲民主党大田区議団 ☎5744-1475
フェア民 フェアな民主主義 ☎5744-1469
れ新  OTAれいわ新選組 ☎5744-1675

区議会だより258号
(令和５年第３回定例
会号) 誤記のおわび
と訂正について
令和５年11月12日発
行の区議会だより25�
߸の記載に一部ޡりが
ありました。
　深くおΘびਃし上͛、
以下のとおりగ正させ
ていただきます。
●８面
　 意見が異なった議案
に対する各会派の態
度一覧
　 ９行目　日本共産党
大田区議団の態度

【誤】ʮʷʯ
【正】ʮ○ʯ




